
Monthly

ジャパンベジタブルコミュニティ　…マンスリーニュース…

一般社団法人ジャパンベジタブルコミュニティ  〒101-0047 東京都千代田区内神田 1-10-8　TEL.080-5473-9028/FAX.03-6672-5654

屋上菜園から第二の故郷へ

　私が今までの屋上菜園活動で目指してきたことを２つにまとめますと、以下のようになります。まだま
だ道半ばですが、目標点が遥か彼方にぼんやりと見えてきたように感じます。
　第一は、都市に住む人に「農業」の価値を実感して頂きたい、少しでも自然に触れて頂きたいというこ
とです。農業は食料を栽培しているだけでなく、地域の経済、環境、文化、そこに住む人々の暮らしを支
えています。現在日本の農業は大きな変わり目、もっとはっきり言いますと危機に直面しています。農業
人口の急減と高齢化です。都市に住む私たちは農業の危機を自分達の問題として受け止めることが求めら
れているのではないでしょうか。
　第二は、地方のコミュニティと都会のコミュニティの共同プロジェクトの構築です。現在、日本の都市
と地方で広がっているコミュニティの崩壊。限界集落という言葉をよく耳にしますが、特に村落共同体は
人口減少と高齢化で多くの市町村で衰退の現状に直面しています。農業は、コミュニティの力があってこ
そ維持されるのです。地方に住み働く人々にとって、その土地の未来を希望と確かな確信を持って語るこ
とができるようになるためにはどうしたら良いのでしょうか。
　農業は自然のリズムの中で、風雨や寒暖といった人間の力を超えた自然現象の下で行われます。効率性
と収益性を重視し実現する工業生産と異なる産業です。農業は人々の食生活や健康を支えています。人間
にとって一番厳しいのは飢餓です。フランスをはじめとしたヨーロッパ諸国が自給率 100% 以上を実現し
ている意味と目的を改めて考えてみたいと思います。　「日本人よ、今こそ熱き心で故郷を大事にしよう。
大空を見上げ、風に吹かれながら農の意味と価値を考え、実践しよう！」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事　阿部　義通

１    　.「神田の森」プロジェクト　みんなで楽しむ屋上菜園

　　　屋上の陽射しも強くなってきました。三寒四温で気温
　　の変動が目まぐるしい季節ですが、そろそろ春植えの野
　　菜を準備します。今年のハゴロモビル屋上の10 区画の
　　ミニ畑は JVEC で5 区画、遊心で 5 区画の予定です。
　　JVEC で苗を植えハゴロモ社員も収穫する予定です。
　　遊心は今年も藍を植えて、秋に藍染めをする計画。5月
　　号で今年栽培する野菜を報告します。同時に、オフィス
　　グリーン用のオリーブを室内から屋上に移しました。今
　　年の成長具合では室内利用もする予定です。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊藤）

２.「エゴマ日記」　川本町三原の風景

　　　もうすぐ４月ですね。昨年の記事を読み返しましたら
　　サクランボの花の写真でした。今年は暖冬のせいか、既
　　に９割程度散っています。周りの田の準備も例年より早
　　く感じます。私も家の周りの草刈りをしました。コロナ
　　ウイルスが早く収
　　束して景気が回復
　　することを願うば
　　かりです。今月は、
　　自宅から見える畑
　　の風景を掲載しま
　　す。　　　（柴原）

JVEC プロジェクトの動き ▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶

▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶

▶▶▶▶▶

vol.47
2020年 4月号

S
c

h
e

d
u

le

4
月

□台東区老人ホーム　栽培管理作業（2区画）
　　　　　　　　　　　および講習/ワークショップ
　16 日・30 日　午後２時～4時　隔週木曜日 
　阿部・庭野・丸原　　場所／フレスコ浅草（台東区浅草）

□墨田区老人ホーム　栽培管理作業（6区画）および懇談会

　９日・23 日　午前10時30分～12時30分　隔週木曜日
　阿部・丹羽・庭野・古庄　　場所／こまち墨田館（墨田区押上）

□三井住友海上火災　栽培指導(24区画)　毎週土曜日
　４日・11日・18日・25日 指導　午前10時～12時
　 阿部・庭野
　場所／三井住友海上火災ビル屋上（千代田区神田駿河台）

□北千住ルミネ屋上菜園作業（13 区画）　毎週水曜日　
　1日・8日・15日・22 日・30日作業　午前10 時～12 時
　 阿部・丹羽・庭野・藤掛・丸原・森川・渡辺
　場所／北千住ルミネ ( 足立区千住旭町 )

＊＊＊＊＊ ４月は、新型コロナウイルス問題のため栽培作業日が変更になる可能性があります。 ＊＊＊＊＊
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JVECホームページは毎月更新されています。会員の皆様は是非ご覧ください。→https://www.jvec.jp/

◇北千住ルミネ屋上菜園部会◇
ジャガイモの植付け

　新型ウイルスなど不安なニュースが絶えない日々で
すが、今年も気候は徐々に春らしくなってきたように
感じます。そのような中、北千住ルミネ屋上では今年
もジャガイモの植え付けを行いました。今年は一つの
区画を途中で分けて一列と二列で畝をつくり、植え付
ける品種にはメークインとキタアカリが選ばれました。
種芋と種芋の間には肥料を撒いて、最後に土を被せて
いきます。スナップエンドウには蔓をネットにやさし
く固定する誘引と、多すぎる枝を取り除く整枝を行い
ました。適切な整枝をすると風通しや採光が改善しま
す。イチゴは脇芽取りと花蕾取りを行いました。こち
らも順調な生育を見せてくれています。果樹のブドウ
も支柱に枝を誘引しました。増築した区画分の土を生
かして、元気に育ってくれることを願うばかりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤掛）

　冬越しのスナップエンドウ、ソラマメ、玉ねぎ、イ
チゴが順調に成長しています。施肥・耕耘が終わった
畝に、まずはジャガイモが植えつけられました。利用
者の皆さんは畑に来て、今年の夏にはどんな野菜を栽
培するか検討を始めています。そんな矢先に新型コロ
ナウイルス問題が起こり、４月に開催する予定だった
講習会も延期となりました。
　利用者の皆さんは、作業のため屋上菜園にマスク着
用で入ることができます。　　　　　　　（阿部・庭野）

◇三井住友海上火災（株）駿河台菜園部会◇
順調に育つ春野菜と夏野菜の計画

　月の前半に出動しましたが、月の後半は新型コロナ
ウイルス問題で出動することができませんでした。入
居者の皆さんとここ暫くはお会いできないことになり
そうです。
　２月にブドウの木を木製プランターに定植しました。
4 月上旬には様子を見に行く予定です。ブドウに新芽
が出ていることを期待しつつ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（庭野・阿部）

◇墨田区老人ホーム部会　こまち墨田館◇
ブドウに新芽が出ている頃でしょうか？

　の活動報告活動報告3月3月

ブドウの枝を誘引

ジャガイモの植付け

ブドウの苗

　特養老人ホームのフレスコ浅草も外部の者は立入禁
止となりました。３月中に新しい２つの区画を設置す
る予定でしたが、現在の新型コロナウイルス問題が沈
静化してからということになりますので、５月の連休
明けからということになるでしょうか。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（阿部・庭野）

◇台東区老人ホーム部会　フレスコ浅草◇
新規２区画追加の設置が延期になりました
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